
山陽小野田市防災会議

令和８年５月22日

山陽小野田市総務部総務課 危機管理室



会議次第

1. 会長あいさつ

2. 情報共有

3. 審議事項

4. 報告事項

5. その他
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情報共有：新たな防災気象情報
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住民が
とるべき行動

行動を促す
情報

(避難情報等)

警戒
レベ
ル
相当
情報

防災気象情報

洪水等に関する情報

土砂災害 高潮害指定河川
洪水予報
（河川毎）

洪水害
（市町村毎）

大雨浸水害
（市町村毎）

５
命の危険

直ちに安全確保！
緊急安全確保

５
相
当

氾濫発生情報
大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害） 高潮氾濫発生情報

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

４
危険な場所から

全員避難
避難指示

４
相
当

氾濫危険情報 土砂災害警戒情報
高潮特別警報
高潮警報

３
危険な場所から
高齢者等は避難※ 高齢者等避難

３
相
当

氾濫警戒情報 洪水警報
大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

警報に切り替える可
能性が高い
高潮注意報

２
自らの避難行動を

確認する
洪水、大雨、
高潮注意報

２
相
当

氾濫注意情報 洪水注意報 大雨注意報 高潮注意報

１
災害への心構えを

高める
早期注意情報

１
相
当

早期注意情報

警戒レベルとの対応関係が整理されてはいるものの、とても分かりにくい
⚫情報名称がバラバラで、どのレベルに相当する情報なのか非常にわかりづらい
⚫警戒レベル４相当の情報がないものがある（洪水・大雨浸水）
⚫“警戒情報”が、洪水と土砂災害で相当するレベルが異なる

警戒レベル 主な防災気象情報（警戒レベル相当情報）



5月29日から変わる防災気象情報
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大雨 河川氾濫 土砂災害 高潮

５相当
レベル５

大雨特別警報
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
レベル５

高潮特別警報

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

４相当
レベル４

大雨危険警報
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報

３相当
レベル３
大雨警報

レベル３
氾濫警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

２
レベル２
大雨注意報

レベル２
氾濫注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

１ 早期注意情報

※河川氾濫の情報は大きな河川のみ対象となり、山陽小野田市には対象河川なし
※これまでの洪水注意報・警報は、大雨の情報に変わります

・４つの災害に対して、警戒レベルにあわせた防災気象情報へ

・情報名称へ相当するレベルの数字を付して発表



審議事項：山陽小野田市地域防災計画の修正

4

◼防災気象情報の変更
災害情報の収集･伝達計画全面見直し

職員配備基準の変更

◼盛土の追加
市土の現状と保全対策に「盛土」について追加

許可行政庁は山口県であるが､市内に存する盛土等については県と連携し

位置や安全性把握のために調査や経過観察を実施



審議事項：山陽小野田市地域防災計画の修正
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◼南海トラフ地震想定の変更
令和８年３月山口県地震･津波防災対策検討委員会が南海トラフ巨大地震

及び周防灘断層群主部の被害想定について公表したこと及び令和7年9月

国の地震調査研究推進本部が地震発生確率を公表したことから値を変更

南海トラフ巨大地震

地震発生確率70～80％→60～90％

最高津波水位T.P.3.7ｍ→T.P.3.6ｍ、最高津波水位到達時間245分→248分

死者数77人→30人、負傷者３人→2人、全壊棟数746棟→1,204棟

周防灘断層群主部

最高津波水位（津波高）0.5ｍ→0.6ｍ、最高津波水位到達時間84分→93分



審議事項：山陽小野田市地域防災計画の修正
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◼情報伝達手段の変更
公式ＬＩＮＥによる情報提供

LoGoチャットによる情報共有（ＬＧＷＡＮとインターネットの

双方から接続できる自治体専用ビジネスチャット）

◼火入れ条例及び火災予防条例の改正
山陽小野田市火入れ条例及び宇部･山陽小野田消防組合火災予防条例の

改正に伴い､林野火災注意報や林野火災警報の発令を明記



審議事項：山陽小野田市地域防災計画の修正
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◼給水体制の見直し
新しい地方経済生活環境創生交付金を活用して

給水コンテナ(19基)を導入し､給水拠点に配備した

給水コンテナ(応急給水槽)に補水することで

市民の利便性を向上

◼表現の適正化
事業所名の変更､和暦と西暦の統一､用語の規定との整合性ほか



報告事項
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◼山陽小野田市国土強靭化地域計画について
令和８年３月に山陽小野田市国土強靭化地域計画を改正

本市では令和3年に初版を策定し､今回､令和8年度から令和12年度を

計画期間として改定

第２版となる本計画の重要なポイントは､①事前防災の強化､②デジタル

技術の活用､③近年の豪雨災害の増加や南海トラフ地震等の被害想定を

踏まえた防災対策の３点



報告事項
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◼河川等監視カメラの配備について
市内の主要な河川の映像､水位､洪水予測､気象予測等の防災気象情報を

収集及び分析し､避難情報等の発令判断を早めることを目的として､

令和３年度より防災気象情報システムの運用を開始｡

令和6年度事業で梶漁港､刈屋漁港に監視カメラを整備。



報告事項
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◼令和７年度山陽小野田市総合防災訓練について

令和8年1月19日(月)13時30分より山陽小野田市総合防災訓練を実施

令和７年度の訓練は､津波到来を考慮し､災害対策本部を厚狭地区複合施設

に設置するとともに､発災から６時間を経過した段階を想定して実施

参加団体：山陽小野田警察署､自衛隊､宇部･山陽小野田消防局､

山陽小野田市社会福祉協議会等
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おわりに
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◼令和８年度も山口県地域防災計画の変更にあわせて､
山陽小野田市地域防災計画の修正を実施予定

御協力のほど､よろしくお願いします。
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